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準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること。

科目名 病態・治療論Ⅰ
教員名

大越教夫
非常勤講師

時間割表参照

（科目番号） （時間割参照） 第一キャンパスB309

授業概要
病態・治療の基礎的事項について学ぶ。さらに、治療の対象となる呼吸器疾患、循環系疾患、消化器系疾患、神経
機能系疾患、内分泌・栄養・代謝系疾患、血液・造血器系疾患、免疫・感染防御系疾患、小児疾患に関する基本的
な知識を修得する。

目的・目標
目的：臨床医学の病態、症状、診断、治療法を学び、診断や治療における看護領域の基礎的意義を理解する。
目標：①各臓器別の主要な疾患の概略を説明できる。
　　 　②主要な疾患や病態における看護領域との関連を理解できる。

成績評価の
方法・基準

期末試験（中間試験を含む）（100％）（対面，オンライン共通）

脳・神経疾患

授
業
計
画

授業項目 到達目標・学習内容

診断過程総論
到達目標：問診、身体所見、検体検査について理解する。
学習内容：診断過程について学習する。

外科学総論
到達目標：手術療法に対する術前・術中・術後と合併症の管理について理解する。
学習内容：手術療法の目的、周術期と術後合併症の管理、外科的感染症を学習する。

呼吸器疾患
到達目標：呼吸器系の健康障害と人間の反応について理解する。
学習内容：咳嗽・喀痰、呼吸不全、呼吸器感染症、閉塞性・拘束性障害を来す肺疾患、
肺循環障害、気胸、腫瘍などについて学習する。

循環器疾患
到達目標：循環器系の健康障害と人間の反応について理解する。
学習内容：心不全、虚血性心疾患、主な不整脈、主な弁膜症、心筋・心膜疾患、動脈疾
患、静脈疾患、挫滅症候群、血圧異常、ショック、チアノーゼなどについて学習する。

消化器疾患

到達目標：消化器系の健康障害と人間の反応について理解する。
学習内容：主な口腔・咽頭の疾患、う歯、歯周病、嚥下障害、嘔気・嘔吐、主な消化管疾
患腹痛・腹部膨満、イレウス、排便障害、下血・黄疸、主な肝臓・胆嚢・膵臓疾患、腹壁・
腹膜・横隔膜の疾患、食中毒などについて学習する。

教員からの
メッセージ

専任教員、大越（医師）が担当するのは、第1・3・4・7・8・11・12・15・16・19～24回です。
その他は非常勤講師（医師）がオムニバスで担当します。看護の実践で土台の1つとなる健康障害やそのメカニズム、治療等
の知識です。教育経験・臨床経験豊富なスペシャリストからの知的刺激あふれる講義ですので、みなさんの講義への積極的な
参加(事前・事後学習、質問）を期待します。
病院にて臨床経験のある医師がこの授業を担当します。オンライン授業に伴い授業計画に変更がある場合は、オンラインクラ
スで変更のシラバスを周知いたします。

教科書

(1)　なるほど　なっとく　内科学　改訂3版
　
(2)　NICE病態治療論シリーズ：
①循環器疾患　②呼吸器疾患　③消化器
疾患　④脳・神経疾患　⑤小児疾患  ⑥病
態・治療総論

(1)  浅野　嘉延

(2)  石松伸一、
     林直子、
     鈴木久美、他

(1)  南山堂

(2)  南江堂

参考図書

到達目標：神経機能系の健康障害と人間の反応について理解する。
学習内容：主な脳脊髄疾患、頭痛、運動の異常（麻痺・失調）、言語障害、認知症、主な
末梢神経疾患などについて学習する。

内分泌・代謝疾患

到達目標：内分泌・栄養・代謝系の健康障害と人間の反応について理解する。
学習内容：主な間脳・下垂体疾患、主な甲状腺疾患、主な副甲状腺（上皮小体）疾患、主
な副腎皮質・髄質疾患、内分泌系の腫瘍、メタボリックシンドローム、肥満症、糖尿病、脂
質異常症、高尿酸血漿、痛風、ビタミン欠乏症などについて学習する。

血液・造血器疾患
到達目標：血液・造血器系の健康障害と人間の反応について理解する。
学習内容：貧血、白血球減少症、白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、出血性疾患な
どについて学習する。

感染症・アレルギー・膠原病

到達目標：免疫・感染防御系の健康障害と人間の反応について理解できる。
学習内容：主なウイルス感染症、主な細菌感染症、、主なマイコプラズマ、クラミジア、リ
ケッチア感染症、主な真菌感染症、寄生虫症、医療関連感染、日和見感染、敗血症、免
疫不全症、アレルギー疾患、自己免疫疾患などについて学習する。

小児疾患

到達目標：主な小児疾患の病態・治療について理解できる。
学習内容：染色体異常、新生児、代謝・内分泌、脳神経・運動器、精神、アレルギー・免
疫、感染症、循環器、呼吸器、腎泌尿器、消化器、血液、腫瘍などの小児の主要疾患に
ついて学習する。


